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とをいとわないものですが,バ プテス

マを受 けた直後 というのは,友 達の存

在が とりわ け重要で必要な時なのです。

改宗 したために,家 族や友達か らよく

思われていなかった りすることがある

がらです。主が与え られた第2の 大切

な戒めは｢自 分 を愛す るようにあなた

の隣 り人 を愛 せ よ｣で す。(マ ル コ

12:31)

私 た ちは,自 分の暮 らしの中に彼 ら

を受 け入れ,ま た彼 らの暮 らしの中に

も自分が溶 け込めるようにすべ きです。

サタンは新会員をやっきになって攻撃

してきます。ですか ら私たちは彼 らの

ために力 にならな くてはな りません。

新会員 と知 り合い,彼 らの関心事,趣

味,長 所 などに目を向けるようにすれ

ば,私 たちは永遠の兄弟姉妹を得 られ

るでしょう。

カンザス州プラッ ト

ビル･ピ ンカー トン

教会の召 し

私自身がこの回復 された教会 に改宗

し,溶 け込んでい くうえで,助 けとな

った事柄が3つ あります。

●ワー ド部 とのつなが り。バプテスマ

を受 けて間もな く,私 は新 しい町に引

っ越 し,ワ ー ド部 も変わ りました。そ

れをきっかけにしてお休 み会員 となる

のは容易でしたが,熱 心に私のために

尽 くして くれた会員が何人かいたおか

げで,私 は新 しいワー ド部 とのつなが

りを持つようにな り,友 達を作って成

長 してい くことができました。

●ホームティーチ ングとホームティー

チャー。扶助協会の姉妹 たちには,こ

れに家庭訪問教師 も加わ ります。私が

バプテスマを受 けるとす ぐに,ホ ーム

ティーチングの同僚 を与 えられました。

彼 は大学院で法学を専攻 していて忙 し

い人 でしたが,ホ ームティーチングの

責任 を果たすだけではな く,ど うすれ

ば良いホームティーチャーになれ るの

か私に教界て くれ ました。 また同様 に,

良いホームテ ィーチャーにも恵 まれ,

彼 らは新会員のためのレッス ンをして

くれ,私 を見守 り,教 え導いて くれま

した。

●教会の召し。監督 は私 に責任を与え

て くれました。私 は責任 と取 り組んで

勤
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,い くうちに,神 権や教会での召 しにつ

いて理解を深めてい くことがで きまし

た。

オレゴン州ティガー ド

ラ リー･ベ ック

常 に励 ま し,助 ける

教会 の会員 となって2年 しかたって

いませんが,こ れまでに新会員 として

さまざ まな経験 をして きました。なか

なか教会 になじめず,3カ 月の間,お

休 み会員 になっ･てしまった こともあ り

ました。今は教会 に戻って,以 前よ り

強い会員 となれ ました。 そこで,私 が

教会 に慣れ るために手助 けになったの

ではないか と思われる事柄 を,書 き出

してみ ます。

●ワー ド部の姉妹たちか ら常に励 まし

乏 助 けが得 られ る。

●だれかが個人的に活動に誘って くれ

て,活 動の間,一 緒 にいて くれる。
せいさん

●聖餐会や 日曜学校,そ のほかの集会

中,だ れかが隣に座 って くれ る。

●フ ァイヤサイ ド,ス テーキ部大会,

奉 仕活動,ホ ームメーキングな どの集

会 にふさわしい服装について教 えて も

らう。･

バ プテスマを受 けてしまうと,励 ま

しや助 けが途切 れて しまうことがあり

ます。教会員が新会員 を助 けるに当た

って,次 の ようにしてみてはどうで し

ょうか。,

●新会員の関心事 を知 るために時間 を

割 き,教 会外で も友情 をはぐくむよう

にす る。
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●新会員を励 まし,助 け,彼 らに愛 と

関心を示す。私 自身,現 在 ワー ド部で

愛 と関心を示 されていると感 じてい ま

す。そしてこれ以上の幸せ はない と思

っています。そのような気持 ちを新会

員 にも味わって もらうのです。

カ リフォルニア州コヴィナ

シェリー･A･バ ズネ ッ ト

良 い模範

私は1992年10月16日 にバプテスマを

受 けました。私が教会に慣れ ることが

できたのは,あ る教会員が温か く私 を

見守 り,助 けて くれたおかげです。彼

は良い模範を示 し,私 の質問 に何 でも

答 えて くれ ました。そして問題がある

ときや∫何かを必要 としているときも

助 けて くれ ました。

新会員 にフェローシ ップして,彼 ら

が教会に慣れ る手助 けをす る最 も良い

方法は,自 然 な態度で彼 らの友達にな

ることだと思 います。

コロラ ド州 ロー リー空軍基地

ジェイムズ･ピ ボ ンカ

誠意 を示 す

●宣教師のレッスンを終え,バ プテス

マを受 けた新 しい会員 を訪問 しましょ

う。中 には宣教師の訪問がなくなった

ことに戸惑 っている人 もいます。ホー

ムティーチャーは訪問 し,活 動 に招待

す るようにして ください。歓迎 されて

いると感 じられず に,教 会 に来 な くな

る人はおおぜいいます。

●新会員が もし教会に来ていなか った

聖 徒の道/1993年10月 号

4
ρ



s

'1r年一口

22悼翻勲詠←04つ詠⑦､翼G卑認〉

ユ勲姐豪粒4q).q{垂⑦弱Rつ･`)!1

64峯21(へ醤i｢首窪).G射濠i輩gr`α4

!1母¥劉⑦暇黎2哩墾…鐸惇4庚暫

のツてぴ
。4つ軍算〉)!1轟母[劉

…劉鯨f爵¥

勲喚蘂簿蝉`24(勾4⑦粒(へ藻⑦司回謁

(0妾態ぴ4つ寧》鄭21Y⑦』目童判てへ曇

皐丹(o渤劉圭。4つ峯'喀〉ユ6塁R(今

4つ母勲哺撃惇4覇鱒究?4。4つ累

つi醒2購蝉(o等圏姐¥輿q}'確〉}峯

コ劇鰹i蛍獲目彰`つ劉噂〉つ翼§ぴつr累{

牲04つ詠(04'4確暴究認量魅ぴ劉…髭

⑦畠認話`蕾霧⑦皐獣4勲蚕峯4季4

`終
.巨ユ(∂4G<字尋阜¥k罫真･目4軍`(へ

溜R詳聖劃掌1｢挫詠峯算去。!ソ吾峯算(ラ

健箪`寧1重米需(0董⑦由09[挫融2{射

04⊇
.(∂4q耳q量弓く字4(へ}

6忌認〉}レ由}つ嘉豪…些⑦藁ユ劉'(o藁

塁尋最葦〉駈鯉覆3婆僻3`219f管

螺蚤2R像》⑦饗瞬}蓄脅覆琴翻⑦(盈

迎q劃･`α尋2型つ(ど慕霧濠宴4Y(ρく4

婆1･き覇蝉ψ琴暫聰導》塾ζ(o雅写1繋×丁

∫/`謡9(審く¢く4嘩21。4嘉(きく¢46嘩

喜鋼くへ尋蓼髪阜R2(o饗×てレ･瀕*申≠

`つ藻α鵜壕蓮呈(1倒嘩α塀鉢`o評く4

景Q:2婆ゆ騰率味尉べま4♂ま`歪く字壬歩

o;β禦v琴罐`写恒ヲ聯(o中⑦呈さ…万[口}昌

(へ翼…切Z(0粒(ラ嫁吾身04つ準4登慕濠

轟蟹諏皐¥判粒`詠!Y…羅濠毎竈⑦2

(螂9-
1シ)｢。!y(智叢母9)巽味}2々謡緊謁⑦2

勲算確`21>需2曾峰事2を⊥(o簾濠聡

⑦然字管1翻`勲9暫啄軍2僻(宰ユ(圏迎

(へ劃･6:fつ恒§字9潮。ア寡4是(o薯(0

4∠丁4×ン1髪4Q聰景鰹(o秦4!曜倖

。薬σ爵準

彗母管?9(圏事宰19喉3算撃Oa究2

つ》爾τソ(汐毒尋9凋謡纂罰算確24>

烈2?録事壕i購(0撚字管i珈oア卑4憂

⑦薯⑦4rT4×レ曾(汐…耳2々k7･4一庄4ピ丁

`R啄4髪管4ρ;Lユ21礪(P2傷(窒鯨4

`象4晃1}4ρ;Lユつ21笛1髪4つ魁24

薯⑦4ど丁6×ン。&究:2つ》輩R!Y(圏

蛍母9)巽謡纂!確嫁`2々>R2管罎事21

⊥(∂重母i購(0撚4管i珈`4寧21(ラ專

。&需2つくへ誕}(汐蛍母9場謡緊勲算(客

`2D竃21妾犀蛍21｣
一⑦重濠聡(り撚字管

取oq2

卿。ア晃吸,ゑ魁2々霧⑦/1!エ4×ン｣ 'ソ取

。4つ詠毎竈ω禦1算彦。4つ累』(ゲ

}(1劉濠(o吸〉}ρ=T》要終⑦阜q薩

コ塑目`α鋤畳終鰯創盈。4つユ鋼管

くへ霧!ソi窪濠毒OI鴇暴ε罵レ∠∠一=

.。4つ峯(智騒を饗濠

縁/(ま4母9<字}G塀92`瞳管(聖(o

履由甜｢02匹:f.直翠'躍9謝銘聖1髪嘩
つヰ　

毒羊章§瞠呈》`皐ユ翻認〉｢

穂堕董韓ユ･爆,2脇是⑦`｣

去軍灘到田｣一6痘笛匡区麗キー壬×函型¥

｢老?2∩塑蚕?nノ(汐事毫(ヨ屡醤簿‡i緋cヒ｣
Ω∩～尋ミΩ翠〉【へ

孫(列×で1･¥.･×てを

46膨)!1奥母融く缶4α

■

■

(丼日

9目ε…捗ε661｢ンーτご夢一を一丑｣)

o?4射蹉2塗》6(P

署霧。吸吾剥4彰21瞳呈縁嘗等蜂'7
0享雲母脇封q首つ望42々9fl髪算』

9(1量究?(へ).健撃[展)鰍享曽ミ穿螺●ε

。?塁2塗(勾4(P

9弱。吸蓄男濠究2管てへ)､!喀撃ぞ

董卿鰹9弱`).マ肯濠考翻(o珊窪'z
。4雲象婁韓。?用

つ由濠勲聰』o曾鯨2警々4ぞ曽》蜂'1

¢R署

イ(ど△ど一≦･4一△

!ξ1!(r■一き!1､卜臥4/:ミ4ζ♂レ乙

。幸ユ(汐尋マ2管魅4ミ穿謝1妾蓄

身`尉草?qユG7工翻レq可R尉E謬(oく¢

婆憾考罐。4↓誰翠慢くへ}G射く4魁壕

⑦粂?皐毒線夏;21Y味毒健詳o享詠⑦

4蓄号象く9:好RY(0く字婆縁⑦(き吸皐ユ

羅篁終好目`2.つ則濠ミ芽謝尋⊆:f(ρ2
。4つ峯算忌曝碧2匹ア曾蓄礁ユ等讃(o

'べ孝一～ぴ7一Ψ`望24G4由1}

勲蓋景ム×嬰訴yユつ妾。4つ寧(1聾

2吸くへ).算忌究亜卿勲好目`鉱譜悼鉢

4穿寧鄭2々9ア9呂圭母角f嬰`囲⑦尋

蛍(o誕べ孝一〆マーΨ`謡12咀4τ
`4季。4つユR2尋壷軍味⑦1彦404毒

2履々呈さ⑦3尋等圏聰鷲4季。4つユ醐

烈く癩難婁}ら究2愚翠僻老04つ峯

畔〉}`1く字濠毎ネ字〈へ尋》}つ口厚毒24

隣懸勲9.講。ゑ準(へ2.つ隈蚤味2R2

4健〉}体俊凹r濠粒終昇嚢羅(坦ζ廟

`4季04毒え24G9粂ユ屡肯濠》翻

曾冬詠羅篁･き琴鼎曾蓄身`判⑦46尋

烈勲聰塁一白く字}勲蒼濠ム×委∠y･

。
,巨率o禦粂鋼4G尋2々》鱈ユ勲

認4一峯9粂).勲く¢母皐究`雲悔21(!2

､。4つ季健>2.つ雑ユG射濠婁婆2蘇宰

勲9鵜。4つ拳σ鯨2々9:f?算9(1量

R(へつヨ1終》聴寧糎`弘誕悼窪(リンY

尋話狸管くへ}つ翻鴬豪呆豊。4つ嘉鋼

⑦騨εz`勲(04(勾瞬皐身2々》罐§字推

等辮受》:身

響蝉!(パ/こ2口･4rnエ4

蝿菓喜}4r2.τ!きん羊1･llr一!き*壬

。9罪つ詠?算

〉).》瑳(4宰N4嬰濠回`つ履⊆歩93
`2α尋望勲舞竈》つ髪o

.ゑ峯つ(き4

阜濠～幽豊測6塁。1Σ墨2駐(圏4⑦9珊●
09アつ詠(へ尋2}(貿率景勲哺2騨尋禦

R謡=`刮㎎勲尋つ9髪。9アつ翠つ

Ψ舞}G赫濠翼崔`941曙9(勾率濠勲

瑚。曾尋2群!YR2Rlつ雲濠旦羅●
o
,兵軍皐毒終R=2曾拳器軍12α鯨

嘩`皐え逸董脅ぎ¢逝戻6慕⑦v》罐4

軍`皐マ逸董脅銘勲聰く字魁ぎ腱.匡9妾

o曾籍9膨型但…野ぞ告曇呈呈塞(∂4身禦●

。!ソ吾i睾穿つ

粂(4?穿酵罐蚤49弱吸禦コ1覇騨`詠嬰

塞⑦こメ鯨禦。〉陛障甲謡}つ母嬰塞9



れが神様 が差 し伸べて くださった愛 と

救いである と感 じています。 もし私 に

この試練が与え'られなかったなら,証

を得て正 しい選択 をす ることもなかづ

たか もしれません。

このようにして,こ れ まで幾度,イ

エス様の愛 について聞いた り,教 えら

れたりしたことで しょうか。けれ ども,

それが私の心の中 まで伝 わるには時聞

がかか りま1した。｢イ エス様,あ なた

の愛はなん と偉大で無限かつ壮大なの

でしょう。｣そ れ まで気づかずに過 ご

して きた20年 近い信仰生活でジ私は一

体何を思い,考 えていたのだ ろうか と,

心 の中で自問 しました。

毎日の生活の中で心が乱れた り,迷

いが生 じて思い悩むことが あり.ます。

私 はそれ までジ他人にすがった り,頼

ることは弱い人 間のするう恥ずかしい

ことだ と思っていました。､けれ ども今･

は,主 に頼 ることこそ とて も大切で,

賢明 な方法だ と考えます。｢も しわれ
う

に来.らば永遠の生命を得。見 よ,わ れ･
あわれ

は憐み深き手を汝らに向いて伸べたれ

ば,す べてわれに来る者はわれこれを
ゆえ さいわい

迎 うる故 に幸福 な り｣(m二 一 フ ァイ

9:14)と 主 が言われているからです。

モルモン繹 を通 じてこの証 を得 られ

たことはすばらしい祝福 と,心 より感

.謝 しています。 これからは希望を持っ

て信仰生活を続けたい と願 っています。

いつ も私 を助 けて くれる兄弟姉妹や宣

教師 に心 より感 謝 しています。(さ と

う･け いこ.ワ ー ド部若い女性書記)

導かれて
｢この人々を忘れてなおぎりにせず｣

岡山伝道部高松地方部徳島支部 西田尚子,

　

国の徳 島市から海 に沿って25キ

四 ロ余 り南下すると,徳 島県阿南
市があ ります。当時15歳 ぐらいだった

私 は,そ の地 にあった小 さな伝道所で

ふた りの宣教師の方から福音 を聞 き,

バ プテスマを受けました。.それか らし

ばらくの間は休 まず集会に出席してい

ましたが,や がて教会か ら足が遠のき,

そ のまま随分長い年月が過 ぎてしまい

ました。今 となっては,ど の ような理

由で行かな くなったのかは,はbき り

思い出せ ませんが,決 して福音が信 じ.

られな くなった というような理由では

あ りませんで した。

教会か ら離れている間に,私 は就職

や結婚 をし,』そのたびに各地 の住宅団

地 に移 り住 みましたが,引 っ越 しの際

にはいつ も,ほ かの荷物 と一緒 に聖典

や教会で もらつた資料,パ ンフレッ ト

を持 って行 きました。｢い つか また,

これ らを活用する時が来 るのではない

か｣と 思っていたか らです。引っ越 し

をした先々で は,た びたび,聖 書 を抱

えたいろいろなキリス ト教 の団体め方

たちが訪問 して来 ました。彼 らは熱心

に聖書 に書 いてある教 えをそれぞれ独

自の解釈によって説 き,勧 めました。

けれ ども私 は,自 分が過去 に行 ってい
ゆいいつ

た教会 の教 えが唯一 まことのものだ と

いう確信があったので,ど の宗教団体

の教えも受 け入れ ませ んでした。

そのうち私は,自 分 にこれほ ど強く,

唯 一真実だ と思わせる教会 の教 えとは

｢体 どのような ものだったのか,も う

一度確かめた くなりま.した
。

その思いが一層強 くなったのが,2 .

年 前 の11月 の終わ りごろだった と思い

ます。私が 自転車に乗 って市街地 を走･

っていると,ま るで言い合わせ たかの

ように,私 の行 く所,行 く所で末 日聖

徒イエス･キ リス ト教会の宣教師だろ

｢ ･聖 徒 の 道/1993年10月 号

6

うと思われる方たちを見かけるのです。

その時私 は｢こ れ は近々教会に行 って

みなければい けない｣と 心の中で思い

ました。

12月 の第2日 曜 日だった と思い ます。

私 ほ子供 たち3人 を連れ,自 転車 を20

分 間一生懸命にこぎ,教 会 に行 きまし

た。久 しぶ りだったせい もあり,胸 は

ど きどきして,緊 張 してい ま した。

｢教 会 に行 けば,何 か感 じるものがあ

るのではないか。｣こ の ような期待 を

持つて家 を出たにもかかわ らず,1歩

教会の中に足 を踏み入れた途端,私 は

逆 に惨 めな思い にか られ ました。｢私.

ひ とり,何 か場違いな所に来たみたい

だ｣と 。

その時 とて もつ らく,寂 しい気持ち

にな りました。教会か らの帰 り道,ペ

ダルを踏む足が とても重 く感 じられ ま

した。 ところが,心 の中にはこんな思

いがわ き起 こりました。｢い うまでも

こんな気持 ちを感pる はずがない。 き

っと続 けて行っていれ ば,何 か得 られ

る。｣こ う思 うと,来 週 もまた頑張 っ.

て行 こうと,､自 分 を励 ましま'した。

ところがその矢先,子 供たちが次々

｢に風邪 を引き
,結 局12月 は1度 しか教

会に集 うことがで きませんで した。 そ

の間,教 会 を離れていた時の ような堕

落 した状態の生活が再び続 き,私 は落

ち込 みました。

そんな中で1ひ とりの姉妹 が私 に何

度 も電話 をかけてや さしく言葉 をかけ,

､励まして くれました。私 はそれによっ

て どれほど元気づけられたかわか りま

せん。それに励 まされた私 は,子 供 た

ちの病気が治 ると,毎 週 のように教会

に集 うように『な りました。

すっか り忘れてい'た,聖 典 を読み祈

りをすることなど,基 本 的な戒 めを守

らなければな らないことも教会員のか
あかし

､たが たのお話 や証 を聞いて思い出 し,

実 行 し始 めました。 そのうち,以 前教

会 に集っていた時にもらったパ ンフレ

ッ トや資料な ども,も う一度読み直 し

左 くな り,い ろい ろ探 していると,私

が改宗 したころに集 っていた伝道所の

会員名簿が出てきました。そこは12年

前 に徳島支部 に併合 されていましたが,

名 簿に載 っている人々のうちで今 の徳

島支部に集っているのは私ひ とりだけ
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酪

昭和20年6月,｢終 戦 間際の ことです。

戦況悪 く,司 令部 より転進命令が出ま

した。私はそこである軍医さん と行動

をともにすることにな りました。体調

を崩したその方を介抱 しなが ら,.す で

に後方に下が った部隊 を追って,2カ

月 もの間ふた りでビルマの山野を歩 き

続 けました。 その間,敵 機の攻撃,ゲ

リラの奇襲などを受 け,死 線 をさまよ

うことが数限 りな くあ りました。 しか

し,妻 の信仰 は,異 国のビルマの地の

果てまで も届 いたのです。妻 は,私 が

帰 るのをひたすら待 っ.ていて くれ まし

た。まさに｢愛 は強 し｣.で す。私ば,

戦 場で数回に及ぶ奇跡を体験 し,命 を

守 られ,無 事に内地 に帰 って くること

がで きま』した。妻の信仰 な くして,私

は無事:に帰れなかった と思い ます。

土木,建 設の仕事に就いてゆ らも同

じで した己妻 はいっ も無事 に工事が進

み,完 成検査 も通 りますように と祈 っ

ていました。危険な工事だったので,

あぶない目にもウ随分遭いました。以

前に従事 した天草岩屋 トンネル工事の

場合 は,山 の上から大 きな岩が私の頭

を目がけて落ちてきました。私が逃げ

ようと立ち上がった瞬間,岩 は私 の指

に当たり,指 先は砕けましたが,紙 一

重の差で命 は助か りました。 また,あ

るデパー トの社長宅の工事をしていた

時 には,1.8メ ニ トルの高 さのブロ

ック塀が,長 さ25メ ー トルか ら30メ ー

トルにわたってゴー度 に倒れてきまし

た。私 は逃 げ遅れて倒れてしまい,は

っと意識を取 り戻した時には,下 敷 き
1
になっていました。しかし幸 いにも,

コンクリー トが倒れたはずみに鉄筋が

外れた所があり,私 はちょうどその く'

ぼみに挟 まれて命拾いをし,助 け出さ

.れ ました。1メ ー トル横 にいた人 は即

死で した。事故 を調べに来 た警察や労

働基準局のかたがたは,よ く助 かつた

ものだ と驚いていました。

それ もこれも,妻 ρ信仰 のおかげだ

と思い ます5妻 に感謝 いた してお りま･

す。 このように私が助 かってきたの も,

奇跡 だと思っています。 レかもその奇

跡 は幾度 もあ りました。

妻 は,足 が大変悪いのです。立 った

り座 った りするにも大変 な苦痛が伴い,

･家 の中で もつえを頼 りにして歩いてい

るくらいです。人 にはわか らないほど

苦しんでいます。それで も改宗 してか

らはずっ と,日 曜日になると喜んで聖..

書 の入った重たいか ばんを肩にかけ,

車 に乗って教会へ行 っていました。妻

の神様を信 じて生 きる姿 は,本 当に立

派な ものです。私は,こ れ までもいつ.

もそ う思っていましたし,今 でもそう

思ってい ます。･

私 の家族の中で最初にバプテスマを

受 けて教会 に行 きだ レたのは,長 女 の
けい こ こう

桂子でした。そのす ぐ後 に,長 男の浩
ぞう

三(注 現熊本地方部長)も 改宗 しま

した。 もう20年 余 りも前の話です。私

も1度 教会へ,ど んな ところかのぞ き

に行った ことがあ りました。そ こで は,

なん と教会員のかた渉たが,自 分たち

の手で,教 会の建物 を一生懸命建てて

おられました。それが大変印象的で し

た。私 は,建 築の仕事 をしてい ました

から,教 会員の働 きに感心 しました。

また教会の皆 さんはとても良 い方ばか

りで した。で も教会 には関心があ りま

せんで した。.心に響 くものがありませ

んで した。

妻 は子供たちの勧 めで教会 に入 りま

した。それで も,私 はどうしても教会

に入 ることはできませル でした。娘や

妻が日曜 日ごとに｢一 緒 に教会 に行 こ

う｣と 誘 いましたが,そ の気にはなれ
ゆいいつ

ませんで した。 また,唯 一楽 しみ にし

ていたお酒 を断ち切 る気にもなれ ませ

んでした。たばこは以前から吸ってい

ませんで したが,｢酒 は兵隊に行 く前か

ら飲んでお り,そ の量 も,部 隊や戦地,

工 事現場で もナンバーワンで した。

長男 は,母 親 を教会 に誘 い,改 宗に

導 きました。 しかし,私 の場合は,1

度 も教会に入 るように勧めたことはあ

りませ んで した。おそ らく,私 が,自

分か ら進んで教会へ行 くのを信 じて待

っていたのだろうと思います。長男'は,

｢お 父 さん入 って くれ｣と 言 うので は

な く,｢い っか は,お や じは入って く .

る だろう｣と い うふうに信 じて待って

いたのでしょう。

あの腰の激痛が妻 の祈 りによって奇
いや

跡的 に癒 されてか ら2カ 月が過 ぎた昨

年12月12日 の夜,車 で15分 ほ どの所に

住んでいる浩三 に電話で連絡 しました。

｢お 父 さんも教会 に入 るか ら,す べて

手続 きを頼む。｣長 男は驚いて,｢お 父
あき

さん本当。 よか った｣と 言 って嫁の昭

子 とともに喜んで くれ ました。

2週 間後 の12月27日 に,息 子の手に

よってバプテスマを受 けました。 その

日,家 族の皆が私のために断食 をして,

お祈 りをして くれていたことを,私 は

後で知 りました。私 は今 まで,妻 の信

仰 によって奇跡的に命 を守 られてきま

した。妻 は,私 が教会へ行 き始めたこ

ろ,賛 美歌を歌 う時 に,歌 詞 を指 さし

て教 えて くれ ました。 これからは,私

が足の悪い妻 を守 って,と もに歩 み,

妻 の手を とって教会 に行 きたい と願 っ

ています。

何 よりも好 きだった酒 をやめました

が,も うひとつ も苦 にはなってい ませ

ん。 むしろ健康のために良い ことと喜

んでいます。

モルモン経や聖書 の内容 は,な かな

かわか りにくいですが,早 く理解で き

るよう努力いたします。毎 日熱心に福

音を教えて くださいました,す ばらし

い教会の兄弟や宣教師の皆様に感謝い

た します。(た しろ･の ぶ お)｢

田代信雄兄弟と

奥さんのフジエ姉妹

山
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式 も受けるという長い間の希望 も,大

きな祝福 としていただいたように思い

ます。

今,教 会に再 び集い,主 の道を歩ん

でいるという充実感 を強 く感 じること

ができています。名張の地 にも,私 と

同 じように途中で休憩 している会員た

一ちがい らっしゃいますが,会 員や宣教

師たち とともに,.ゆ っ くりで もいいか

ら,再 び歩み出す ことができるように

手助 けしたい と思 います。

教会に再び集い,神 様 のことをいつ

も心の中で思 う生活がで きる ことのう

れ しさは,お 休み していた時 とはまっ

爵覇

た く違 う生活です。子供 たち とも同じ

話題で,今 まで以上 に話す時間 も増 え

て きました。家族が一致 して,同 じ目

標に向かって歩む ことがで きるので感

謝 しています。今度 は,家 族が一緒 に,

.たとえゆっ くりとではあって も,1一 歩

一歩
,途 中で休 まないで歩 んでいきた

い と思います。

天父 とイエス･キ リス トが生 きてお
あがな

られ,イ エス･キ リス トが救い主,順

い主であ り,末 日聖徒イエス･キ リス
ゆいいつ

.ト教会が地上の唯一 まことの教会であ
あかし

る ことを証いた します。(い と う･た

け し 支部長)

撫 鋤

伊葎こ家族

念願の結び固めを受けて

兄弟姉妹に奉仕した時,神 殿への道も開かれました

大阪伝道部奈良地方部名張支部

今
年5月4日,私 たち夫婦 は東京

神殿で結び固めを受 けることが

できました。

1977年3月12日 の結婚 当初 から,ふ

た りの間で3つ の 目標があ りました。

ひとつ目は神様の霊 の子供 を授か るこ

とでした6夫 婦 ともに子供が好 きでし

たので,早 くかわいい子供が欲 しいと

伊藤康子

思っておりました。結婚後の2年 間に
とも み まさのり

ふたり,長 女の智美 と長男の正憲が生･

まれ ました。 また,4年 前 には恵 まれ
る み

て次女の瑠美 も誕生 しました。

ふたっ目は,子 供たちを環境 の良い1

所 で育て るために住 まいを見つけるこ

とで した。最初の住 まいは,交 通量が

多 く幅が狭 い道沿レ)にあったせいか,

聖徒 の道/1的3年10月 号

io

前 の道路で近所の子供が事故 に遭 った

り,騒 が しかった りと,ゆ っ くりと子
r

育 てをす る環境ではあ りませんで した。

現在の三重県名張市へは結婚7年 後 に

移 って きましたが,近 くには自然がた
｢くさん残

っていて,と て も静 かな所で

す。気持 ちものびのび として恵 まれた

環境です。

3つ 目は神殿で結び固められること

で した。教会 で結婚式 を挙 げましたが,

来 世で も夫婦 でいたいため,い つかは

結び固めの儀式 を受けたい と望んでい

ました。

この3つ の目標の うちふたつ までは

7年 で達成で きましたが,神 殿へ参入

す るまでには,そ の後約9年 の年月が

かか りましたげ それは,引 っ越 しをし､

たために教会 から遠 く離れてしまい,

安 息 日を含 めて教会 の集会 に出庸 しな･

か った時期が何年かあっだからです。

私たち夫婦が教会か ら離れていた間

にも,ふ た りで心 に決 めていた ことが

あ･りました。それ は,い っか必ず再び

教会に集お う,ま たいつその日が来て

もいいように,私 たちなりにふ さわし

い生活 を心がけようとい うものでした。

人から聞かれたときも末日聖徒を名乗る

ことにちゅう』ち ょすることのないよう

に努力 しよう,と 話し合ってお りました。

その ころ私は看護婦 として働いてい

ましたが,休 憩の時間になる と全員が

コーヒーを飲 んでいました。私が｢コ

ー ヒーは飲みませんので｣と 断わる と

｢コ ー ヒーがだめな ら
,紅 茶 にしまし

ょうか｣と 言って ください ます。次々

と気 を遣 って くださる ことにす まない

気持 ちはあ りましたが,｢お 湯 か ミル

クだけでけっこうです｣と 自分の希望

を伝 えると理解 して くださ り,何 度か

繰 り返 しているうちに｢伊 藤 さんはミ

ルクね｣と 快 く言って くださるように

なりました。最初の行動の大切 さを知

った出来事 で した。このよ ケに教会に

出席で きていない私たちで も,教 会員

であるという気持ちが持てたのは,夫

が神権 を使 って家庭 を管理 し,で きる

･範 囲で戒 めを守 り
,教 会員であること

を忘れないように生活 したいと思 って

いたので,そ れが私にも影響 していた

か らだと思 います。

神様 はこんな不完全 な私 たちをも愛
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